








要約:1.母乳栄養の推進にあたって、まずは文献的考察を行い、時代の流れに伴なう母乳

哺育の推移を知り、そのとりくみと実態の把握を行った。その結果この 20 年間は母乳率

の推移の大きな変動はなく、社会環境因子の関与が大きく考えられた。

2.そんな中でわが国における行政、学究的な面における母乳推進の実態を知り、また各地

域において母親や助産婦などによる自然発生的な母乳育児サークルの増えつつある事実を

把握し調査した。

3.さらにそれらのサークルや組織に所属し、実際に母乳栄養推進に関係している人への母

乳栄養推進のための実態アンケート調査から、先端に位置する人達の現状にもまだ問題を

残していることが理解された。

4.そこで、そのアンケート調査からの問題点の解決もこれからの母乳栄養推進のための 1

つの方策でもあると評価した。


